
サケ目シラウオ科 石川県カテゴリーシラウオ 絶滅危惧Ⅰ類

なし国カテゴリー

北海道から岡山県、熊本県。
国内分布

加賀市、小松市。
県内分布

生時の体は無色透明。尻鰭基底の上部には16～18枚の鱗がある。
形　　態

県内の潟が淡水化されたことで、生息適地が減少している。
選定理由

通常は汽水域で生活しているが、淡水域のみで生活するものも見られる。
生　　態

潟の淡水化 。（A）
生存の危機

木場潟に生息する個体群は淡水型の可能性が高い。
特記事項

石川県淡水魚類研究会編 1996．石川の自然環境シリーズ，石川県の淡水魚類．石川県環境安全部自然

　保護課.金沢．

山本・佐野・石原 2003．石川県の淡水魚類－補遺1．のと海洋ふれあいセンター研究報告.9:15-23．
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